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あらまし
コミットメント方式はゼロ知識証明などの基本的な暗
号作業に不可欠な要素である．近年，格子暗号は耐量子
暗号として実用化に向けた研究が行われている．その一
つに格子暗号を用いたコミットメント方式の研究が行わ
れている．コミットメント方式では，短いメッセージだけ
でなく任意のメッセージを出力する必要がある．大きな
メッセージを送信するためには，メッセージ文字列のサ
イズを大きくすることがコミットメント方式の重要な課
題の一つである．メッセージ文字列のサイズを大きくす
るためにBaumらは，2018年に大きなメッセージサイズ
の送信を可能にするコミットメント方式を構築した．し
かし，入力の部分にメッセージだけでなくメッセージ以
外の目的で利用される空間が適用されており，メッセー
ジに適用可能な空間はより大きくできる余地がある．本
提案では，Baumらが提案したコミットメント方式のメッ
セージ空間をより大きくするコミットメント方式を提案
し，その安全性である束縛性と秘匿性を証明する．さら
に，本提案の安全なパラメータをそれぞれ提案する．

1 研究背景
メッセージ長を拡大したコミットメント方式の作成は
近年盛んに行われている．2015年には， Benhamouda

らがメッセージ空間に制限のないコミットメント方式を
作成し [1]．2018年に baumらが [1]のコミットメント
方式をベースにしたコミットメント方式を作成した [2]．
[2]のコミットメント方式では，コミットメント方式の安
全性である束縛性と秘匿性に関して，統計的秘匿性と計
∗ 大阪大学大学院， 大阪府吹田市山田丘 1-1, 〒 565-0871
† 北陸先端科学技術大学院大学，石川県能美市旭台１丁目１, 〒 923-
1211

算量的束縛性が成立することを示し，さらに統計的束縛
性と計算量的秘匿性も満たすことができることを示した．
しかし [2]のコミットメント方式では，入力部分に 0

が追加されており，挿入できるメッセージ空間の割合と
しては，[1]のコミットメント方式よりも小さくなる．

2 本提案のコミットメント方式
Baumらよって提案された LWEベースのコミットメ
ント方式は多項式環A1 ∈ Rn×k

q ，A2 ∈ Rl×k
q ，メッセー

ジ値 x ∈ Rl
q，乱数多項式ベクトル r ∈ Sk

β（Sβ : ℓ∞ ノ
ルムが βである多項式環R）を用いて以下のように構成
される．

Com(x; r) =

[
c1

c2

]
=

[
A1

A2

]
· r +

[
0n

x

]
本提案のコミットメント方式は，コミットメント方式
の入力を

[
xn+l

]
と拡大したコミットメント方式を提

案する．
また，提案方式の計算量的束縛性が Approximation-

SVP問題に，計算量的秘匿性がDKS問題に帰着するこ
とを示す．さらに本提案のコミットメント方式の統計的
秘匿性と計算量的束縛性を満たすことも示す．
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